
JP 6069327 B2 2017.2.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線ネットワークのホットスポット（ＨＳ１、…）を介してサービスを発見しア
クセスするためのサービス・マネージャ（ＬＳＭ）であって、
　少なくとも１つのサービスを提供する新しいホットスポット（ＨＳ１）及び該少なくと
も１つのサービスを登録するためにサービス・プロバイダ（ＳＰ）によって作成されたア
カウントを登録するための手段（１）と、
　登録された前記ホットスポットに対応するサービス・プロファイルを登録するための手
段（１）であって、前記サービス・プロファイルは前記ホットスポットが提供するすべて
の前記サービスを記述する、手段と、
　前記登録されたホットスポットに関連付けられているコンピューティング・システムを
、サービスをホスティングすることができるゲートウェイ（ＧＷ１）として構成するため
に、サービス・プロバイダ（ＳＰ）によって使用されうるソフトウェアを提供するための
手段（１）と、
　サービス・コンシューマ（ＳＣ）の端末（Ｔ）から要求メッセージを受信するための手
段（６）であって、このメッセージは、登録済みのホットスポットに対応するプロファイ
ル識別子を含み、この登録済みのホットスポットに対応する前記サービス・プロファイル
を取り出すように要求する、手段と、
　前記要求されたサービス・プロファイルを取り出すための手段（６）と、
　前記取り出したサービス・プロファイルを含むメッセージを送信することによって、サ
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ービス・コンシューマ（ＳＣ）の端末（Ｔ）に応答するための手段（６）と、を備える、
マネージャ（ＬＳＭ）において、
　登録済みのホットスポットに対応するサービス・プロファイルを登録するための前記手
段（１）は、それぞれ複数の登録済みのホットスポット（ＨＳ１、…）に対応する複数の
プロファイル識別子にそれぞれ関連付けられている複数のサービス・プロファイルを登録
するための手段を備え、
　サービス・コンシューマ（ＳＣ）の端末（Ｔ）から要求メッセージを受信するための前
記手段（６）は、別のネットワークを介して、複数のプロファイル識別子を含む要求メッ
セージを受信し、前記要求メッセージに含まれる前記複数のプロファイル識別子に対応す
る前記登録されたサービス・プロファイルを取り出すための手段を備える
ことを特徴とする、マネージャ（ＬＳＭ）。
【請求項２】
　少なくとも１つのサービスについてサービス・コンシューマ（ＳＣ）によって作成され
たサブスクリプション・アカウントを登録するための手段（３）と、
　支払われなくてはならない各サービスに対して料金の支払いを受信するための手段と
をさらに備える、請求項１に記載のマネージャ（ＬＳＭ）。
【請求項３】
　登録済みのホットスポットに関連付けられている識別子を作成し登録するための手段（
１）をさらに備え、前記識別子は、このホットスポットがローカル・サービスを提供する
ことを意味する固定のパターンを備え、このホットスポットに対応する前記サービス・プ
ロファイルの前記プロファイル識別子を備える、請求項１に記載のマネージャ（ＬＳＭ）
。
【請求項４】
　第１の無線ネットワークのＷｉＦｉホットスポット（ＨＳ１、…）を介してローカル・
サービスを発見しアクセスするための端末（Ｔ）であって、
　ホットスポットを検出するための手段（ＵＡ）（５）と、
　第１の要求メッセージを請求項１乃至３のいずれか１項に記載のローカル・サービス・
マネージャ（ＬＳＭ）に送信するための手段（６）であって、該第１の要求メッセージは
、検出されたホットスポットに対応し、前記検出されたホットスポットが提供するすべて
の前記ローカル・サービスのコンテンツを記述するサービス・プロファイルを取り出すよ
う要求する、手段と、
　前記ローカル・サービス・マネージャ（ＬＳＭ）からサービス・プロファイルを受信す
るための手段（ＵＡ）と、
　前記受信したサービス・プロファイルにリストされているローカル・サービスからユー
ザがサービスを選択できるようにするための手段（ＵＡ）と、
　第２の要求メッセージを前記ローカル・サービス・マネージャ（ＬＳＭ）に送信するた
めの手段と、
　第３の要求メッセージを前記ゲートウェイ（ＧＷ１）に送信するための手段と、
　前記選択されたサービスを提供する前記ホットスポットに前記ゲートウェイ（ＧＷ１）
を介して接続し、前記選択されたサービスを、該ゲートウェイ（ＧＷ１）を介して要求す
るための手段（ＵＡ）と、
を備える端末（Ｔ）において、
　前記第１の無線ネットワークのホットスポット（ＨＳ１、…）を検出するための前記手
段（５）は、前記第１の無線ネットワークの複数のホットスポットを検出するための手段
（５）を備え、
　前記第２の要求メッセージは、検出された前記ホットスポットに対応する選択された前
記サービスのサービス・プロファイルを取り出すために用いられるサービス・プロファイ
ル識別子及び該選択されたサービスの名前を含み、
　前記第３の要求メッセージは前記サービスの名前を含み、且つ前記サービスへのアクセ
スを許可するか否かについて前記ゲートウェイ（ＧＷ１）が前記ローカル・サービス・マ
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ネージャ（ＬＳＭ）に問い合わせることによって確認するために用いられる
ことを特徴とする、端末（Ｔ）。
【請求項５】
　サービスをサブスクライブするための手段（８）と、 
　支払われなくてはならない各サービスに対して料金を支払うための手段（８）と
をさらに備える、請求項４に記載の端末（Ｔ）。
【請求項６】
　ローカル・サービスを提供するホットスポットを検出するための前記手段（ＵＡ）（５
）は、このホットスポットがローカル・サービスを提供することを指示する固有のパター
ンを備えるホットスポット識別子を検出し、このホットスポット識別子から前記サービス
・プロファイル識別子を抽出するための手段を備える、請求項４に記載の端末（Ｔ）。
【請求項７】
　コンピュータで実行されるとき、第１の無線ネットワークのホットスポット（ＨＳ１、
…）を介してサービスを発見しアクセスするための方法を、サービス・マネージャ（ＬＳ
Ｍ）において実行するためのコンピュータ実行可能命令を備えるコンピュータプログラム
であって、前記方法は、
　少なくとも１つのサービスを提供する新しいホットスポット（ＨＳ１）及び該少なくと
も１つのサービスを登録するためにサービス・プロバイダ（ＳＰ）によって作成されたア
カウントを登録するステップ（１）と、
　登録された前記ホットスポットに対応するサービス・プロファイルを登録するステップ
（１）であって、このサービス・プロファイルはこの登録済みのホットスポットが提供す
るすべての前記サービスを記述する、ステップと、 
　前記登録されたホットスポットに関連付けられているコンピューティング・システムを
、サービスをホスティングできるゲートウェイ（ＧＷ１）として構成するために、サービ
ス・プロバイダ（ＳＰ）によって使用されうるソフトウェアを提供するステップ（１）と
、
　端末（Ｔ）から要求メッセージを受信するステップ（６）であって、このメッセージは
プロファイル識別子を含み、このプロファイル識別子に対応する前記サービス・プロファ
イルを取り出すよう要求する、ステップと、
　このプロファイル識別子に対応する前記サービス・プロファイルを取り出すステップ（
６）と、
　前記取り出したサービス・プロファイルを含むメッセージを送信することによって、前
記端末（Ｔ）に応答するステップ（６）と
を含む、コンピュータプログラムにおいて、
　登録済みのホットスポットに対応するサービス・プロファイルを登録するステップ（１
）は、それぞれ複数の登録済みのホットスポット（ＨＳ１、…）に対応する複数のプロフ
ァイル識別子にそれぞれ関連付けられている複数のサービス・プロファイルを登録するス
テップを含み、
　サービス・コンシューマ（ＳＣ）の前記端末（Ｔ）から要求メッセージを受信するステ
ップ（６）は、別の無線ネットワークを介して、前記端末（Ｔ）から要求メッセージを受
信するステップ（６）を含み、このメッセージは複数のプロファイル識別子を含み、この
複数のプロファイル識別子に対応する前記サービス・プロファイルを取り出すよう要求し
、
　このメッセージからプロファイル識別子を取り出すステップは、前記受信したメッセー
ジに含まれる前記複数のプロファイル識別子に対応する前記登録されたサービス・プロフ
ァイルを取り出すステップを含む
ことを特徴とする、コンピュータプログラム。
【請求項８】
　前記方法は、
　サービスをサブスクライブするステップ（８）と、
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　支払われなくてはならない各サービスに対して料金を支払うステップ（８）と
をさらに含む、請求項７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項９】
　登録済みのホットスポットに関連付けられている識別子を作成し登録するステップ（１
）をさらに含み、前記識別子は、このホットスポットがサービスを提供することを意味す
る固定のパターンを備え、このホットスポットに対応する前記サービス・プロファイルの
前記識別子を備える、請求項７に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　コンピュータで実行されるとき、第１の無線ネットワークのホットスポット（ＨＳ１、
…）を介してサービスを発見しアクセスするための方法を、端末（Ｔ）において実行する
ためのコンピュータ実行可能命令を備えるコンピュータプログラムであって、前記方法は
、
　前記第１の無線ネットワークのホットスポット（ＨＳ１、…）を検出するステップ（５
）と、
　第１の要求メッセージを請求項１乃至３のいずれか１項に記載のローカル・サービス・
マネージャ（ＬＳＭ）に送信するステップ（６）であって、該第１の要求メッセージは、
検出されたホットスポットに対応し、前記検出されたホットスポットが提供するすべての
前記ローカル・サービスのコンテンツを記述するサービス・プロファイルを取り出すよう
要求する、ステップと、
　前記ローカル・サービス・マネージャ（ＬＳＭ）からサービス・プロファイルを受信す
るステップと、
　前記受信したサービス・プロファイルにリストされているローカル・サービスからユー
ザがサービスを選択できるようにするステップと、
　第２の要求メッセージを前記ローカル・サービス・マネージャ（ＬＳＭ）に送信するス
テップと、
　第３の要求メッセージを前記ゲートウェイ（ＧＷ１）に送信するステップと、
　前記選択されたサービスを提供する前記ホットスポットに前記ゲートウェイ（ＧＷ１）
を介して接続し、前記選択されたサービスを、該ゲートウェイ（ＧＷ１）を介して要求す
るステップと、
を含む、コンピュータプログラムにおいて、
　前記第１の無線ネットワークのホットスポット（ＨＳ１、…）を検出する前記ステップ
（５）は、前記第１の無線ネットワークの複数のホットスポットを検出するステップ（５
）を含み、
　前記第２の要求メッセージは、検出された前記ホットスポットに対応する選択された前
記サービスのサービス・プロファイルを取り出すために用いられるサービス・プロファイ
ル識別子及び該選択されたサービスの名前を含み、
　前記第３の要求メッセージは前記サービスの名前を含み、且つ前記サービスへのアクセ
スを許可するか否かについて前記ゲートウェイ（ＧＷ１）が前記ローカル・サービス・マ
ネージャ（ＬＳＭ）に問い合わせることによって確認するために用いられる
ことを特徴とする、コンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記方法は、サービスをサブスクライブするステップ（８）と、課金される各サービス
の料金を支払うステップ（８）とをさらに含む、請求項１０に記載のコンピュータプログ
ラム。
【請求項１２】
　サービスを提供するホットスポットを検出するステップ（５）は、このホットスポット
がサービスを提供することを指示する固有のパターンを備えるホットスポット識別子を検
出し、次いで、このホットスポット識別子から前記サービス・プロファイル識別子を抽出
するステップを含む、請求項１０に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、いわゆるＷｉＦｉホットスポットなど、無線ローカルエリアネット
ワークの基地局を介して配信されるローカル・サービスを発見しアクセスするための端末
およびマネージャに関する。後段において、特定のスポットまたは領域においてアクセス
可能なサービスを「ローカル・サービス」と称する。ユーザ端末は、パーソナル・コンピ
ュータ、スマートフォンなどであってもよい。
【０００２】
　公共の環境においてサービスを見つけることは、プライベートローカルネットワーク（
たとえば、ホームネットワーク）においてサービスを見つけることとは大きく異なる。デ
ィスカバリ・プロトコルでは、サービスを見つけるために、ユーザ端末がネットワークに
接続されることが必要である。都会にあっては誰も、使用可能なローカル・サービスを見
つけ出すため、あらゆるＷｉＦｉホットスポットに接続を試みるようなことはできない。
ローカル・サービスの完全な可能性を発揮するためには、その場でそれらのサービスを発
見し、ユーザ端末からサービスと対話するためのユーザ・インターフェイスにアクセスす
ることが可能でなければならない。しかし、ローカル・サービスが、どのようにサービス
・プロバイダによってアドバタイズされ、どのようにサービス・コンシューマの端末によ
って発見される必要があるかを決定付ける解決策は、いまだ合意に至っていない。
【背景技術】
【０００３】
　端末の無線ネットワーク接続を管理するソフトウェアは通常、端末に近隣のすべてのＷ
ｉＦｉホットスポットを提示する。ソフトウェアは、どのホットスポットに以前ユーザが
接続したかを記憶しており、信頼できるホットスポットへの接続を自動的に確立すること
ができる。ネットワーク接続がいったんセットアップされると、ＵＰｎＰ（Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　Ｐｌｕｇ　ａｎｄ　Ｐｌａｙ）またはＢｏｎｊｏｕｒ（Ａｐｐｌｅ社製）などの
ディスカバリ・プロトコルが、ネットワーク上のサービスを探し出すために使用される。
【０００４】
　たとえば、ＵＰｎＰアーキテクチャは、ゼロ構成および自動ディスカバリをサポートし
、これによりデバイスは、以下の事項を行なうことができる：
　　・動的にネットワークに参加する
　　・ＩＰアドレスを取得する
　　・デバイスの名前をアナウンスする
　　・要求に応じてデバイスの能力を伝達する
　　・その他のデバイスの存在および能力について学習する
【０００５】
　ＵＰｎＰまたはＢｏｎｊｏｕｒを使用することで、たとえば、ネットワーク上の使用可
能な印刷サービスを発見することができる。しかし、これらのディスカバリ・プロトコル
は、ユーザが、特定のサービスを見つけてアクセスするために接続する必要のあるネット
ワークを認識していることを仮定する（つまり、ユーザは、望むサービスを提供する近隣
のホットスポットを知っている必要がある）。この情報は、必ずしも前もって知らされて
いるわけではない。特に、混雑した都市環境においては、使用可能なＷｉＦｉホットスポ
ットのリストは膨大なものになる可能性があり、ユーザはどのホットスポットがどのサー
ビスへのアクセスを提供するのかを認識していない。これはまた、ユーザが、発見された
ホットスポットに関して自分の現在の位置を正確に認識していないことにも関連している
。
【０００６】
　欧州特許出願公開第１，３７０，０５０Ａ１号は、無線ネットワークのホットスポット
を介して使用可能なサービスのコンテンツをアドバタイズするための方法を説明し、前記
方法は、
ａ）　ホットスポットを介して使用可能なサービスを記述するリストを、このホットスポ
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ットを介してアクセス可能なデータベースにおいて保持するステップと、
ｂ）　このホットスポットに端末を接続し、リストを取得するためにこの端末によって前
記データベースにクエリを行なうステップと、
ｃ）　接続セットアップ中に、リストを端末に伝送するステップと、
ｄ）　端末のユーザにリストを公開するステップと
を含む。
【０００７】
　したがって、この既知の方法は、ホットスポットを介して使用可能なサービスを発見す
るために、端末をこのホットスポットに接続することを意味する。（たとえば、市内に）
多数の使用可能なホットスポットがある場合、端末は、すべての提案されるサービスを発
見するためにこれらの使用可能なすべてのホットスポットに連続的に接続しなくてはなら
ない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１，３７０，０５０Ａ１号
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ、Ａｎｄｒｅｗ　Ｓ．Ｔａｎｅｎ
ｂａｕｍ
【非特許文献２】Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ：Ｃｏｎｃｅｐｔｓ　ａｎｄ
　Ｄｅｓｉｇｎ、Ｇｅｏｒｇｅ　Ｃｏｕｌｏｕｒｉｓ、Ｊｅａｎ　Ｄｏｌｌｉｍｏｒｅ、
Ｔｉｍ　Ｋｉｎｄｂｅｒｇ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、たとえユーザの現在位置を認識している必要がなくても、ユーザ端末が、
どのホットスポットがどのサービスを配信するのかを迅速に見つけることができるように
、より優れた技術的な解決策を提供する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　これは、本発明によるマネージャおよび端末を適用することによって解決されうる。
【００１２】
　本発明の第１の対象は、無線ネットワークのホットスポットを介してローカル・サービ
スを発見しアクセスするためのマネージャであり、マネージャは、
　ホットスポットが提供するすべてのサービスを記述する、登録済みのホットスポットに
対応するサービス・プロファイルを登録するための手段と、
　サービス・コンシューマの端末から要求メッセージを受信するための手段であって、こ
のメッセージは登録済みのホットスポットに対応するサービス・プロファイルを取り出す
ように要求する、手段と、
　要求されたサービス・プロファイルを検索するための手段と、
　取り出したサービス・プロファイルを含むメッセージを送信することによって、サービ
ス・コンシューマの端末に応答するための手段とを備え、
　登録済みのホットスポットに対応するサービス・プロファイルを登録するための前記手
段は、それぞれ複数の登録済みのホットスポットに対応する複数のプロファイル識別子に
それぞれ関連付けられている複数のサービス・プロファイルを登録するための手段を備え
、
　サービス・コンシューマの端末から要求メッセージを受信するための前記手段は、この
メッセージからプロファイル識別子を抽出して、抽出されたプロファイル識別子に対応す
る登録されたサービス・プロファイルを取り出すための手段を備える
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ことを特徴とする。
【００１３】
　このマネージャは、サービス・プロバイダが、複数のホットスポットによって提供され
るコンテンツおよびサービスのタイプに関する情報を集中化できるようにする。サービス
・プロバイダにとっては、この情報を複数のホットスポットについて一度で格納するほう
が、より容易かつ迅速である。サービス・コンシューマにとっては、特に端末がローカル
・サービスを提供する多数のホットスポットに接続することができる市内において、自分
の端末を複数のホットスポットに連続的に接続するよりも、このマネージャに助言を求め
るほうが迅速である。
【００１４】
　本発明の第２の対象は、無線ネットワークのＷｉＦｉホットスポットを介して、ローカ
ル・サービスを発見しアクセスするための端末であり、端末は、
　ホットスポットを検出するため、および検出されたホットスポットに対応し、そのホッ
トスポットが提供するすべてのサービスを記述するサービス・プロファイルを取り出すた
めに、ローカル・サービス・マネージャに要求メッセージを送信するための手段と、
　サービス・プロファイルを受信し、ユーザが受信したサービス・プロファイルにリスト
されているサービスからサービスを選択できるようにするための手段と、
　選択されたサービスを提供するホットスポットに接続し、選択されたサービスを、この
ホットスポットを介して要求するための手段と
を備え、
　ホットスポットを検出するため、およびローカル・サービス・マネージャに要求メッセ
ージを送信するための前記手段は、前記要求メッセージを、別の無線ネットワークを介し
てローカル・サービス・マネージャに送信するための手段を備えることを特徴とする。
【００１５】
　この端末は、別のネットワークを介して集中サービス・マネージャにアクセスすること
ができるので、これによりサービス・コンシューマは、使用可能なホットスポットのいず
れにも接続する必要なく、多数の使用可能なホットスポットによって提供されるコンテン
ツおよびサービスのタイプに関する情報にアクセスすることができるようになる。
【００１６】
　サービス・コンシューマ端末にとっては、特に端末がローカル・サービスを提供する多
数のホットスポットを見つけることができる市内において、複数のホットスポットに連続
的に接続するよりも、単一のサービス・マネージャに助言を求めるほうが迅速である。
【００１７】
　本発明のその他の特徴および利点は、添付の図面と併せて、本発明の実施形態の以下の
詳細な説明からさらに明らかになろう。
【００１８】
　本発明の実施形態の特徴および利点を詳細に示すために、後段の説明は、添付の単一図
を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】端末が、ＷｉＦｉホットスポットを発見し、マネージャにおいてサービス・プロ
ファイルポットを介して接続する実施形態におけるシグナリング・フローを示す図である
。を検索し、特定のサービスをサブスクライブして、この特定のサービスに適切なホット
ス
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図において提示される実施形態は、以下のものを備える。
　たとえばホットスポットＨＳ１など、複数のホットスポット。各ホットスポットは、複
数のローカル・サービスを提供することができる。
　複数のホットスポットＨＳ１などにより接続されたすべてのサービス・プロバイダおよ
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びすべてのサービス・コンシューマによって使用される公的にアクセス可能なローカル・
サービス・マネージャＬＳＭ。マネージャＬＳＭは、ユーザ管理を担当し、登録済みのホ
ットスポットおよびそれらの各々のサービス・プロファイルのリポジトリを保持する。さ
らに、マネージャＬＳＭは、ゲートウェイへのアクセスを規制し、サービス・サブスクリ
プションの支払いを処理する。マネージャＬＳＭは、ユーザ・インターフェイスとしての
役割を果たすＷｅｂサイトを実行する。マネージャＬＳＭは、新しいホットスポットおよ
び新しいサービスを登録するための機能をサービス・プロバイダに提供する。マネージャ
ＬＳＭは、ユーザアカウントを作成して、サービスをサブスクライブするための機能をサ
ービス・コンシューマに提供する。
　複数のローカル・サービス・ゲートウェイ。各サービス・プロバイダＳＰは、サービス
を展開するために、１つまたは複数のホットスポットを介して接続されうるゲートウェイ
を使用する。各サービス・プロバイダは、１つまたは複数の関連付けられているホットス
ポットに適したサービスを提供する。この例において、ローカル・サービス・ゲートウェ
イＧＷ１は、ホットスポットＨＳ１に関連付けられている。
　複数のユーザ端末。たとえば、ローカル・サービス・ユーザ・アプリケーションＵＡを
実行しているユーザ端末Ｔ。
【００２１】
　このローカル・サービス・プラットフォームの使用は、以下のステップを備える。
　ステップ１：サービス・プロバイダＳＰが、サインアップして、ローカル・サービス・
マネージャＬＳＭでアカウントを作成する。アカウントに、サービス・プロバイダＳＰは
、新しいホットスポットを登録することができ、次いで、たとえばＨＳ１などのこの登録
されたホットスポットによって提供される１つまたは複数のサービスを登録することがで
きる。登録された各ホットスポットについて、サービス提供者ＳＰは、ホットスポットが
提供する各サービス（すなわち、サービスの名前、イメージ、ロケーションなど）および
そのサブスクリプション・ポリシーを記述するサービス・プロファイルを作成して登録す
る。このポリシーは、「誰でも利用できる（ｏｐｅｎ　ｔｏ　ａｌｌ）」（無料）であっ
てもよいし、またはサブスクリプション料金を指示してもよい。登録済みの各ホットスポ
ットについて、一意のプロファイル識別子がマネージャＬＳＭによって生成され、ホット
スポットのサービス・プロファイルに関連付けられる。
【００２２】
　各プロファイルは、プロファイル識別子を有する。たとえば、「１２３」は、ホットス
ポットＨＳ１によって提供されるサービスを記述するプロファイルに割り当てられる識別
子である。サービス・プロバイダＳＰは、ＳＳＩＤ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉｄｅｎ
ｔｉｆｉｅｒ：サービスセット識別子）を登録済みの各ホットスポットに割り当てる。Ｗ
ｉＦｉ規格ＩＥＥＥ８０２．１１によれば、ＳＳＩＤは、ＷｉＦｉネットワークがアドバ
タイズされる名前である。本発明によれば、ＳＳＩＤはホットスポットがローカル・サー
ビスを提供することを指示する固定のパターン（たとえば「ＬＳ：」）およびホットスポ
ットのプロファイル識別子から成るので、ＷｉＦｉホットスポットは、サービスをアドバ
タイズして、サービスに接続できるようにする。たとえば、ホットスポットＨＳ１のＳＳ
ＩＤは「ＬＳ：１２３」であって、ここで「：」は任意の区切り文字であり、文字「ＬＳ
」はホットスポットがローカル・サービス・ネットワークの一部であることを指示し、数
字「１２３」はローカル・サービス・マネージャＬＳＭ上にあるホットスポットのサービ
ス・プロファイルの識別子である。
【００２３】
　サービス・プロバイダＳＰが、ホットスポットＨＳ１に関連付けられている、ローカル
・サービス・ゲートウェイＧＷ１にインストールされたサービスを配信するので、ローカ
ル・サービス・マネージャＬＳＭは、サービス・プロバイダＳＰに、サービスがこのゲー
トウェイＧＷ１でどのように開発されて展開される必要があるかについての指示を提供す
る。加えて、サービスを実行して、サービスをネットワーク上で使用可能にする実行環境
が必要とされる。したがって、コンピューティング・システムを、サービスをホスティン
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グすることができるゲートウェイＧＷ１に変換するために、ソフトウェア（すなわち、実
行環境およびサービスを開発するためのソフトウェア開発キット）が必要とされる。サー
ビス・プロバイダＳＰは、このソフトウェアを、インターネットを介してマネージャＬＳ
Ｍからダウンロードすることができる。その他の実施形態において、ソフトウェアは、別
のＷｅｂサイトからダウンロードされてもよい。
【００２４】
　ステップ２：次いで、サービス・プロバイダＳＰは、サービス・プロファイルにリスト
されている特定のサービスを提供することができるように、ローカル・サービス・ゲート
ウェイＧＷ１を構成する。サービス・プロバイダＳＰは、ホットスポットＨＳ１のＳＳＩ
Ｄを「ＬＳ：１２３」としてセットアップする。
【００２５】
　ステップ３：サービス・コンシューマＳＣは、ローカル・サービス・マネージャＬＳＭ
でアカウントを作成し、自分の端末Ｔで実行されるべきローカル・サービス・アプリケー
ションＵＡをダウンロードする。次いで、サービス・コンシューマＣＳは、登録されたサ
ービスをサブスクライブすることができる。支払いが必要とされる場合、支払いは、ロー
カル・サービス・マネージャＬＳＭによって処理される。
【００２６】
　ステップ４：ユーザは、ローカル・サービス・マネージャＬＳＭで登録されているすべ
てのサービスを発見するために、アプリケーションＵＡを実行する。
【００２７】
　ステップ５：ユーザ・アプリケーションＵＡは、ローカル・サービスを提供することを
指示する定義済みのパターン「ＬＳ」を備えるＳＳＩＤを持つ使用可能なホットスポット
を発見するために、端末ＴのＷｉＦｉチップを使用する。ユーザ・アプリケーションＵＡ
は、ローカル・サービスを提供する複数のホットスポットＨＳ１などを発見する。たとえ
ば、ホットスポットＨＳ１は、そのＳＳＩＤが「ＬＳ：１２３」であるので見つけられる
。ユーザ・アプリケーションＵＡは、サービスを提供する各ホットスポットについてサー
ビス・プロファイル識別子を抽出する。特に、ユーザ・アプリケーションＵＡは、ホット
スポットＨＳ１のＳＳＩＤからプロファイル識別子「１２３」を抽出する。
【００２８】
　ステップ６：次いで、ユーザ・アプリケーションＵＡは、（たとえば、ＧＰＲＳネット
ワークを介して）ローカル・サービス・マネージャＬＳＭと接続して、発見されたすべて
のホットスポットで使用可能なサービスに関する情報を収集する。たとえば、プロファイ
ル識別子「１２３」は、ホットスポットＨＳ１に対応するサービス・プロファイルを取り
出すために参照として使用される。ローカル・サービスを提供するすべてのホットスポッ
トにそれぞれ対応するすべてのプロファイルのコンテンツは、端末Ｔに送信され、ユーザ
に表示される（つまり、関連する各サービスの名前、イメージ、ベンダー、説明、サブス
クリプション指示などがユーザに提示される）。
【００２９】
　ステップ７：たとえば、ユーザは、ホットスポットＨＳ１によって提案されるサービス
のうちの１つを使用しようとする。ユーザは、表示されたリスト内のサービスを選択する
。ユーザ・アプリケーションＵＳは、要求メッセージをマネージャＬＳＭに送信する。こ
のメッセージは、選択されたホットスポットＨＳ１のプロファイル識別子「１２３」、お
よび選択されたサービスの名前を含む。
【００３０】
　ステップ８：要求されたサービスがサブスクリプションおよび料金支払いを意味する場
合、マネージャＬＳＭはユーザに通知する。次いで、要求されたサービスをサブスクライ
ブして対応する料金を支払うために、ユーザは、アプリケーションＵＡをアクティブ化し
て、メッセージをマネージャＬＳＭに送信する。
【００３１】
　ステップ９：次いで、アプリケーションＵＡは、端末ＴをホットスポットＨＳ１と接続
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する。アプリケーションＵＡは、Ｗｅｂブラウザをロードして、ゲートウェイＧＷ１にナ
ビゲートする。ゲートウェイＧＷ１は、ローカルネットワーク内のサービスにアクセスで
きるようにする小規模なＷｅｂアプリケーションにサービスを提供する。ユーザ・アプリ
ケーションは、選択されたサービスにアクセスするために、ゲートウェイＧＷ１に要求メ
ッセージを送信し、このメッセージはサービスの名前を含む。ゲートウェイＧＷ１は、こ
のユーザがサービスへのアクセスを許可されるかどうか（すなわち、サービスが無料であ
るか、またはユーザが有効なサブスクリプションを有する必要があるか）を、たとえばロ
ーカル・サービス・マネージャＬＳＭに問い合わせを行なうことによって確認する。ユー
ザが認証されて許可される場合、ゲートウェイＧＷ１は、ユーザサービス要求をサービス
のユーザ・インターフェイスにリダイレクトする。
【００３２】
　ユーザ・アプリケーションＵＡは、登録済みホットスポットと同じＳＳＩＤを使用する
偽のＷｉＦｉホットスポットを検出できなくてはならない。ゲートウェイＧＷ１はまた、
ユーザを認証すること、すなわちユーザがサービスへのアクセスを許可されるかどうかを
決定することもできなくてはならない。これらのタスクを遂行するための多くのアルゴリ
ズムが知られている。それらの一部は、［Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ、Ａｎｄ
ｒｅｗ　Ｓ．Ｔａｎｅｎｂａｕｍ］および［Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ：
Ｃｏｎｃｅｐｔｓ　ａｎｄ　Ｄｅｓｉｇｎ、Ｇｅｏｒｇｅ　Ｃｏｕｌｏｕｒｉｓ、Ｊｅａ
ｎ　Ｄｏｌｌｉｍｏｒｅ、Ｔｉｍ　Ｋｉｎｄｂｅｒｇ］において説明されている。セキュ
リティ部分がどのように実現されるかということは、実際には重要ではない。たとえば、
ユーザ・アプリケーションＵＡは、セキュリティ・トークンを、ゲートウェイＧＷ１およ
びローカル・サービス・マネージャＬＳＭと交換する。（ＷＥＰまたはＷＰＡキーなど）
ホットスポットに接続するための認証トークンは、ホットスポットのサービス・プロファ
イルと共に、マネージャＬＳＭに格納されてもよい。
【００３３】
　登録済みホットスポットの範囲を拡大するため、または同じサービスを提供する異なる
場所をカバーするために、同じＳＳＩＤを持つ複数のホットスポットが使用されてもよい
。
【００３４】
　（クレジットカードを使用するか、またはＳＭＳを通じてなど）複数の支払いオプショ
ンが、（１セッション、１週、１か月など）異なる期間に対して提供されてもよい。
【００３５】
　たとえば、本発明によるマネージャおよび端末は、現在の販売促進を強調するサービス
が顧客に提供される店舗によって使用されてもよい。店舗の所有者は、ローカル・サービ
ス・プラットフォームを使用して自分のサービスを登録し、ＬＳゲートウェイＧＷ１ソフ
トウェアおよびホットスポットを構成するためのＳＳＩＤを受信する。オプションで、サ
ービスが展開されうるアウトオブボックス型（そのまま使える）製品が提供されてもよい
。ユーザが店舗に入ると、そのユーザ・デバイス上のソフトウェアが（たとえ複数の他の
ホットスポットが店舗内で手近にあったとしても）自動的にそのホットスポットを発見し
、販売促進サービスをユーザに提示する（このサービスに関する情報はＬＳマネージャか
ら取り出される）。サービスは無料で提供されるので、ユーザは、自分のユーザ・デバイ
スでサービスに接続して、今日の特別販売促進を調べることができる。
【００３６】
　本発明によるマネージャおよび端末はまた、公共スペースで協力ゲームをプレイするた
めに大型ディスプレイのベンダーによって使用されてもよい。ベンダーは、ローカル・サ
ービス・プラットフォームでゲームサービスを登録して、その料金を課金する。ゲートウ
ェイおよびホットスポットは、ゲームサービスへのアクセスを規制し、ユーザ・アプリケ
ーションは、ディスプレイのそばを通過するときにこのサービスを発見する。このアプリ
ケーションを使用して、ユーザは、ゲームサービスを直接サブスクライブすることができ
る。支払いは、ローカル・サービス・マネージャによって処理される。サブスクライブす
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ると、サービスのＷｉＦｉホットスポットとの接続が確立され、ゲートウェイは、認証後
に、ユーザ・デバイスをゲームに参加するように入力制御にリダイレクトする。

【図１】
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